
 

 

 

ポイント 

申請事業名は分かり易く端的に！ 

団体名≠申請事業名 

ポイント 

助成金申請額は対象経費から算出

する。総事業費との違いに注意！ 

ポイント 

設立はよって申請コースの要件にあ

っていますか？ 



 

 

ポイント 

事業の目的には、申請事

業の実施に至った理由

を書きます。団体の想い

だけではなく、社会課題

と言える客観的な事実

を示す数字等があると

説得力があります。ま

た、事業を行うことによ

って、府中のまちや市民

にどのような効果が期

待できるのかを具体的

に記入します。 

ポイント 

実施内容をできるだけ具

体的に記入します。日時実

施場所については「決まっ

ていること」と「予定」を

区別して記入します。 

ポイント 

状況（確定・希望）も含めて具体的に記入します。 

 

 

 

 



 

 

 

 

ポイント 

事業実施することにより

【目指すビジョン】に 

どれだけ近づくのかを記入

します。 

ポイント 

今回の助成事業で得た経

験を団体がどのように活

かしていくのか、事業実

施後の【目指すビジョン】

への見通しを記入しま

す。そして、申請事業が市

民の公益に繋がる事業か

を確認します。 

ポイント 

この体制で事業が円滑に

実施できるかどうかを見

ます。 

ポイント 

準備を含め無理のない実現可能な計画になっているかを見ます。 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

ポイント 

対象経費 727,000 円の 7 割は、508,900 円になりますが、500,000 円が助成

限度額となりますので。申請額は 500,000 円になります。 



 

 

 

ポイント 

申請事業の実現性など

加味して団体の実績を

アピールする内容を記

載します。設立したば

かりの団体ですが、メ

ンバーの経験を記入す

ることで事業の実効性

が高いことをアピール

することができます。 



 

 

 


